
自由民権運動家の文法書

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2016-04-11

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 山東, 功

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24729/00002575URL



自
由
民
権
運
動
家
の
文
法
書

一

一
．
は
じ
め
に

　

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
四
月
六
日
、
岐
阜
で
自
由
党
党
首
の
板
垣
退

助
が
暴
漢
に
襲
わ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
の
時
に
板
垣
が
発
し
た
と
さ

れ
る
「
板
垣
死
す
と
も
自
由
は
死
せ
ず
」
と
い
う
言
葉
は
、
今
日
で
も
広
く

知
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
「
板
垣
は
死
す
と
も
自
由
は
亡
び
ま
せ
ぬ
ぞ
」

で
あ
る
と
も
、
ま
た
別
人
の
言
葉
が
当
人
の
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
と
い

う
説
も
あ
る
が
、
そ
の
真
偽
の
程
は
詳
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
言
葉
が
人
口
に
膾
炙
し
た
理
由
の
一
つ
に
、
板
垣
と
と
も
に
全
国
遊
説
に

加
わ
っ
た
、
多
く
の
民
権
運
動
家
の
活
躍
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
し
て
お
い

て
よ
い
だ
ろ
う
。
早
く
も
四
月
一
三
日
に
は
、
岐
阜
で
自
由
主
義
を
謳
う
政

談
大
演
説
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、「
板
垣
死
ス
ト
モ
自
由
ハ
亡
ビ
ズ
」
と

題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
講
演
者
こ
そ
自
由
民
権
運
動
家
の
小

室
信
介
（
一
八
五
二
～
一
八
八
五
）
で
あ
る
。
過
酷
な
封
建
的
支
配
に
対
抗
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山
　
東
　
　
　
功

し
て
戦
っ
た
百
姓
一
揆
の
指
導
者
た
ち
を
生
き
生
き
と
描
い
た
『
東
洋
民
権

百
家
伝
』（
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
）
は
小
室
の
代
表
的
な
著
作
で
あ

り
、
自
由
民
権
運
動
の
広
が
り
を
見
せ
る
な
か
、
多
く
の
読
者
を
得
た
。
板

垣
の
名
言
は
、
小
室
ら
民
権
運
動
家
の
演
説
の
な
か
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き

た
、
象
徴
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
名
言
の
流
布
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
小
室
そ
の
人
に

つ
い
て
、
現
在
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
柳
田
泉
の
研
究
な

ど
に
詳
し
い
よ
う
に
、
小
室
は
「
案
外
堂
（
案
外
坊
）」
の
号
で
多
く
の
政

治
小
説
を
著
し
て
お
り
、
政
治
小
説
研
究
史
に
お
い
て
必
ず
言
及
さ
れ
る
人

物
で
は
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
事
績
に
つ
い
て
も
、
自
由
民
権
運
動
を

牽
引
し
た
、
京
都
府
宮
津
の
政
治
塾
「
天
橋
義
塾
」
設
立
へ
の
尽
力
や
、
慶

應
義
塾
で
の
熱
心
な
勉
学
の
程
（
在
塾
当
時
の
「
勤
惰
表
」
で
は
「
出
席
割

合
一
〇
〇
」
で
あ
っ
た
と
い
う
）（
１
）
な
ど
、
特
筆
す
べ
き
点
が
多
い
。
自

由
民
権
運
動
の
雄
と
し
て
、
小
室
の
名
は
も
う
少
し
取
り
上
げ
ら
れ
て
も
よ



二

い
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
小
室
が
丹
後
の
豪
商
小
室
信
夫
の
養
子
と
な
る
前
、
小
笠

原
長
道
と
名
乗
っ
て
い
た
頃
、
洋
文
典
に
依
拠
し
た
日
本
語
文
法
書
（
洋
式

日
本
文
典
）
を
著
し
て
い
た
こ
と
は
、
日
本
語
学
史
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど

言
及
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
拙
著
（
二
〇
〇
二
）
で
は
、
地
方
教
育
者
の
文

法
教
科
書
に
関
す
る
章
で
、
一
応
、
小
笠
原
長
道
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
た
も

の
の
、
品
詞
分
類
法
に
つ
い
て
軽
く
触
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
た
め
、
具
体
的

な
内
容
は
あ
ま
り
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
小
笠
原
長
道
が
小
室
信
介

と
同
一
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
不
明
の
致
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
詳
ら
か

に
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　

本
稿
は
、
自
由
民
権
運
動
家
で
あ
る
小
室
信
介
が
、
本
格
的
な
活
躍
を
な

す
以
前
に
著
し
た
文
法
書
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を

試
み
る
も
の
で
あ
る
。

二
．
小
室
信
介（
小
笠
原
長
道
）に
つ
い
て

　

小
室
信
介
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
も
の
で
は
和
田
（
一
九
八
五
）

に
お
け
る
年
譜
や
、
慶
応
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編
（
二
〇
〇
八
）
の

項
目
（「
小
室
信
介
」
の
項
）
が
詳
し
い
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
る
と
、

一
八
五
二
（
嘉
永
五
）
年
七
月
二
一
日
に
宮
津
藩
士
小
笠
原
長
縄
の
次
男
と

し
て
誕
生
（
幼
名
鍗
吉
）、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
に
藩
学
礼
譲
館
助
教
、

一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
に
は
藩
費
生
と
し
て
京
都
の
儒
者
山
口
正
養
に
師

事
し
て
い
る
。
一
八
七
二
（
明
治
四
）
年
一
〇
月
、
京
都
府
綴
喜
郡
井
出
村

小
学
校
教
師
に
就
任
す
る
も
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
五
月
に
辞
職
、
以

後
、
民
権
運
動
史
上
に
も
名
高
い
、
天
橋
義
塾
の
創
立
に
携
わ
る
こ
と
に
な

り
、
同
年
八
月
、
天
橋
義
塾
結
社
人
と
し
て
開
業
願
に
名
を
連
ね
る
。
ま
た
、

岩
滝
村
出
身
の
豪
商
小
室
信
夫
の
長
女
さ
き
（
幸
・
幸
子
）
と
の
婚
姻
に
よ

り
小
室
姓
と
な
り
信
介
と
名
乗
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
一
八
七
六
（
明
治
九
）

年
に
上
京
し
、
六
月
、
小
室
信
夫
が
保
証
人
と
な
り
慶
応
義
塾
に
入
塾
す
る
。

翌
年
に
西
南
戦
争
が
勃
発
す
る
と
宮
津
へ
帰
郷
す
る
が
、
こ
こ
で
他
の
天
橋

義
塾
の
指
導
者
た
ち
と
共
に
、
国
事
犯
の
嫌
疑
を
受
け
、
一
時
拘
留
さ
れ
て

し
ま
う
。
柳
田
（
一
九
六
七
）
に
よ
れ
ば
「
自
由
民
権
を
名
と
し
た
一
大
反

政
府
運
動
」
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
真
偽
の
程
は
確
か
で
は

な
い
。
た
だ
、
ほ
ど
な
く
釈
放
さ
れ
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
に
は
大

坂
日
報
（
後
に
「
日
本
立
憲
政
党
新
聞
」
と
改
名
）
の
社
員
と
な
り
、以
後
、

自
由
民
権
運
動
の
雄
と
し
て
関
西
各
地
を
遊
説
す
る
こ
と
に
な
る
。
小
室
が

広
め
た
板
垣
の
名
言
も
、
こ
の
頃
の
活
躍
の
な
か
で
の
こ
と
で
あ
る
。

　

小
室
の
活
躍
は
全
国
遊
説
だ
け
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
八
八
三
（
明
治

一
六
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
各
地
で
収
集
し
た
義
民
の
事
績
を
ま
と
め

た
『
東
洋
民
権
百
家
伝　

一
名
日
本
義
人
伝
』
を
著
し
、
大
い
に
好
評
を
博	
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三

す
。
ま
た
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
、
星
亨
の
出
資
に
よ
り
創
刊
さ

れ
た
『
自
由
燈
』（
じ
ゆ
う
の
と
も
し
び
）
の
特
派
員
と
し
て
清
国
に
渡
る

な
ど
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
も
活
躍
し
、
さ
ら
に
「
案
外
堂
」
の
号
で

政
治
小
説
も
多
く
発
表
し
て
い
る
。

　

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
は
、
甲
午
事
変
処
理
の
任
に
就
い
た
井
上

馨
外
務
卿
・
全
権
大
使
の
渡
韓
に
際
し
、
外
務
省
准
奏
任
御
用
掛
と
し
て
随

行
す
る
。
こ
う
し
た
行
動
が
同
志
た
ち
か
ら
政
府
寄
り
と
見
な
さ
れ
、
無
節

操
と
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
韓
国
滞
在

中
に
盲
腸
炎
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
い
、
翌
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
六
月

に
帰
国
す
る
も
、
八
月
二
五
日
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
三
四
歳
の
若
さ
で

あ
っ
た
。
明
治
前
期
と
い
う
自
由
民
権
運
動
の
時
代
を
、
疾
風
怒
濤
に
駆
け

抜
け
て
い
っ
た
人
生
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ち
な
み
に
、
郷
里
の
天
橋
義
塾
は
小
室
の
死
に
呼
応
す
る
か
の
如
く
、
主

導
者
や
賛
同
者
の
多
く
を
欠
く
事
態
へ
と
陥
り
、
一
挙
に
衰
退
の
道
を
歩
む

こ
と
に
な
る
。
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
の
府
立
宮
津
中
学
校
設
置
に
伴

い
、
校
舎
等
も
引
き
渡
さ
れ
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
に
は
解
散
す
る

に
至
る
。
こ
れ
に
は
、
自
由
民
権
を
主
張
す
る
私
塾
の
抑
制
と
い
う
、
当
時

の
政
府
の
対
応
と
も
大
い
に
関
係
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
小
笠
原
姓
の
時
期
を
含
め
て
、
小
室
の
主
要
な
著
述
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。（
２
）

　

一
八
七
四
（
明
治
七
）
年	

『
大
日
本
夜
話
』（「
小
笠
原
長
道
」
著
）

　

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年	

『
日
本
小
文
典
』（「
小
笠
原
長
道
」
著
）

　

一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年	

『
東
洋
民
権
百
家
伝　

一
名
日
本
義
人
伝
』

　

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年	

『
東
洋
義
人
百
家
伝
』
二
編
（
帙
）

　

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年	

『
東
洋
義
人
百
家
伝
』
三
編
（
帙
）

　

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年	

『
興
亜

綺
談

夢
恋
々
』

　

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年	

『
自
由
艶
舌
女
文
章
』

　

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年	

『
第
一
遊
清
記
』

　

『
東
洋
民
権
百
家
伝
』
以
降
の
も
の
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
小

笠
原
長
道
の
時
期
に
お
け
る
著
作
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
触
れ
て
お
く
こ
と

に
す
る
。
最
初
の
著
作
で
あ
る
『
大
日
本
夜
話
』
は
、
次
に
見
る
『
日
本
小

文
典
』
と
同
じ
く
、
小
室
が
井
出
小
学
校
の
教
員
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
時

期
に
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
日
本
の
あ
る
べ
き
政
治
体
制
と
し
て

存
在
す
る
天
皇
中
心
の
国
体
観
を
、
初
学
者
へ
啓
蒙
的
に
説
い
て
い
る
。
後

に
見
る
自
由
民
権
運
動
へ
の
邁
進
か
ら
す
れ
ば
、
大
き
く
か
け
離
れ
た
内
容

で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
政
治
意
識
へ
の
萌
芽
と
社
会
教
育
へ
の
関
心
は
、

相
応
に
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。



四

三
．『
日
本
小
文
典
』
に
つ
い
て

　

『
日
本
小
文
典
』（
以
下
「
本
書
」）
は
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
一
〇

月
に
刊
行
さ
れ
、
序
（
一
丁
）、
本
文
（
三
十
丁
）、
跋
（
一
丁
）
か
ら
な
る

和
装
本
で
あ
る
（
著
者
名
は
養
子
に
入
る
前
の
た
め
「
小
笠
原
長
道
」
で

あ
る
が
、
便
宜
上
、
以
下
の
引
用
で
は
「
小
室
」
で
統
一
す
る
）。
現
在
、

CiN
ii	Books

に
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
本
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
他
に
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
が
確
認
で
き
る
。
内
容
は
ほ
ぼ
同
一
で

あ
る
が
、
刊
記
は
次
の
よ
う
に
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
筆
者
架
蔵
本
は

両
蔵
本
と
も
刊
記
が
若
干
異
な
っ
て
お
り
、
刊
本
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も

三
種
類
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。（
３
）

〈
国
立
国
会
図
書
館
本
〉

明
治
九
年
一
月
廿
日
出
版

  版
権

御
願

同　
　

年
二
月
十
日
版
権
免
許

同　
　

年
十
月
廿
日
刻
成
発
兌

　
　
　
　
　
　

豊
岡
縣
士
族

　
　
　
　

著　

者　

小
笠
原
長
道

　
　
　
　

丹
後
國
與
謝
郡
宮
津
十
三
大
區
壱
ノ
小
区
桺
縄
手
六
番
地

　
　
　
　
　
　

京
都
府
平
民

　
　
　
　

出
版
人　

川
勝
德
次
郎

　
　
　
　

下
京
第
十
三
區
寺
町
通
綾
小
路
下
ル
中
之
町
五
百
六
十
六
番
地

定
價
十
銭

〈
東
京
大
学
附
属
図
書
館
本
〉

明
治
九
年
二
月
十
日
版
権
免
許

同　
　

年
十
月
廿
日
刻
成
発
兌

　
　
　
　
　
　

豊
岡
縣
士
族

　
　
　
　

著　

者　

小
笠
原
長
道

　
　
　
　

丹
後
國
與
謝
郡
宮
津
十
三
大
區
壱
ノ
小
区
桺
縄
手
六
番
地

　
　
　
　
　
　

京
都
府
平
民

　
　
　
　

出
版
人　

川
勝
德
次
郎

　
　
　
　

下
京
第
十
三
區
寺
町
通
綾
小
路
下
ル
中
之
町
五
百
六
十
六
番
地

　
　
　
　
　
　

京
都
府
平
民

　
　
　
　

同　
　
　

今
井
七
良
兵
衛

　
　
　
　

同　
　
　
　

區
寺
町
松
原
上
ル
京
極
町
四
百
九
十
八
番
地

　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
（
紀
元
二
千
五
百
三
十
五
年
七
月　

丹
後
国
宮
津　

粟
飯
原
㬢
光
）（
４
）

第
一
章　

総
論
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第
二
章　

文
字
学

　
　
　

五
十
音
図　

片
仮
名

　
　
　

濁
音
図

　
　
　

次
清
音

　
　
　

父
母
字
相
合
フ
テ
子
音
ヲ
生
ス
ル
図

第
三
章　

言
辞
学

　
　
　

名メ
イ

詞シ

ナ
コ
ト
バ
／
形ケ
イ

容ヨ
ウ

詞シ

サ
マ
コ
ト
バ
／
代ダ
イ

名メ
イ

詞シ

カ
ヘ
コ
ト
バ
／

　
　
　

動ド
ウ

詞シ

ハ
タ
ラ
キ
コ
ト
バ
／
副フ
ク

詞シ

ソ
ヘ
コ
ト
バ
／

　
　
　

接セ
ツ

続ゾ
ク

詞シ

ツ
ナ
キ
コ
ト
バ
／
後コ
ウ

詞シ

ア
ト
コ
ト
バ
／
歎タ
ン

息ソ
ク

詞シ

ナ
ゲ
キ
コ
ト
バ

第
四
章　

名
詞

　
　
　

第
一　

普フ

通ツ
ウ

名
詞
／
第
二　

固
有
名
詞
／
第
三　

無
形
名
詞
／

　
　
　

第
四　

集
合
名
詞
／
第
五　

動ド
ウ

詞シ

状チ
ヤ
ウ

名メ
イ

詞シ

　
　
　

名
詞
ノ
性
（
男
性
／
中
性
／
女
性
／
普
通
性
）

　
　
　

名
詞
ノ
単
複
（
単
称
／
複
称
）

　
　
　

人
称
（
第
一
人
称
／
第
二
人
称
／
第
三
人
称
）

　
　
　

名
詞
ノ
格
（
第
一
格
／
第
二
格
／
第
三
格
／
第
四
格
／
独
立
格
）

第
五
章　

代
名
詞

　
　
　

第
一　

人
代
名
詞

　
　
　
　

人
称
（
第
一
人
称
／
第
二
人
称
／
第
三
人
称
）

　
　
　
　

単
複
（
単
称
／
複
称
）

　
　
　
　

格
（
第
一
／
第
二
／
第
三
／
第
四
）

　
　
　

第
二　

疑
問
代
名
詞

　
　
　
　

単
複
（
単
称
／
複
称
）

　
　
　
　

格
（
第
一
／
第
二
／
第
三
／
第
四
）

　
　
　

第
三　

指
示
代
名
詞

第
六
章　

形
容
詞

　
　
　

第
一　

普
通
形
容
詞
／
第
二　

固
有
形
容
詞
／

　
　
　

第
三　

物
数
形
容
詞
（
順
序
数
／
定
数
／
不
定
数
）
／

　
　
　

第
四　

動
詞
状
形
容
詞
（
現
在
／
過
去
／
未
来
）
／

　
　
　

第
五　

集
合
形
容
詞
／
第
六　

疑
問
形
容
詞
／

　
　
　

第
七　

結ケ
ツ

尾ビ

形
容
詞
〈
ム
ス
ブ
サ
マ
コ
ト
バ
〉

第
七
章　

動
詞

　
　
　

他
動
詞
（
能ノ

ウ

動ド
ウ

／
受ジ
ュ

動ド
ウ

）

　
　
　

自
動
詞

　
　
　

動
詞
活
用
（
四
段
之
活
／
中
二
段
之
活
／
下
二
段
之
活
／

　
　
　
　

一
段
之
活
／
三
段
之
活
）

　
　
　

助
動
詞

　
　
　

動
詞
法
（
直
説
法
／
命
令
法
／
接
続
法
／
疑
問
法
）

　
　
　

動
詞
時
限
（
第
一
現ケ

ン

在サ
イ

〈
メ
ノ
マ
ヘ
ノ
コ
ト
〉
／

　
　
　
　

第
二
現
在
一
名
半
過
去
／
第
一
未ミ

来ラ
イ

〈
イ
マ
ヨ
リ
ノ
チ
ノ
コ
ト
〉
／
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第
二
未
来
／
過ク
ワ

去コ

〈
モ
ハ
ヤ
ス
キ
サ
リ
タ
ル
コ
ト
〉）

第
八
章　

副
詞

　
　
　

第
一　

通
常
副
詞
／
第
二　

位
地
副
詞
／
第
三　

時
刻
副
詞
／

　
　
　

第
四　

决
定
副
詞
／
第
五　

否
不
副
詞
／
第
六　

疑
問
副
詞
／

　
　
　

第
七　

発
語
副
詞
／
第
八　

集
合
副
詞

第
九
章　

後
詞
西
洋
ニ
テ
コ
レ
ヲ
前
置
辞
ト
云
フ

第
十
章　

接
続
詞

第
十
一
章　

歎
息
詞
即
感
詞
一
名
間
投
詞

跋
（
明
治
八
年
第
七
月　

宮
津
学
校
教
員　

粟
飯
原
鼎
・
杉
浦
鉄
二
郎
）

　

品
詞
分
類
法
な
ど
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
本
書
は
洋
式
日
本
文
典

（
洋
文
典
に
範
を
求
め
た
日
本
語
文
法
書
）
の
一
種
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
具
体
的
に
は
、
他
の
洋
式
日
本
文
典
を
参
考
に
し
て
編
纂
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

総
論
に
お
い
て
「
日
本
古
来
ヨ
リ
備
リ
タ
ル
言
辞
ノ
学
ハ
只
仮
名
ノ
用
格

活
用
言
ノ
霊
妙
ナ
ル
ト
ノ
ミ
ニ
テ
西
洋
ノ
如
ク
詞
ノ
品
類
ヲ
種
分
ス
ル
モ
ノ

ニ
ア
ラ
ズ
故
ニ
西
洋
諸
家
ノ
法
式
ヲ
抜
萃
シ
コ
レ
ヲ
日
本
語
ニ
照
準
シ
其
大

略
ヲ
示
サ
ン
ト
ス
」（
一
丁
ウ
～
二
丁
オ
）
と
し
て
、
主
と
し
て
洋
文
典
に

範
を
求
め
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
時
刊
行
の
諸
文
典
を
参
考

に
し
て
編
纂
し
た
旨
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

輓
近
予
ト
仝
憂
ノ
士
少
ナ
カ
ラ
ズ
皆
書
ヲ
著
シ
テ
文
典
ノ
法
式
ヲ
示
ス

モ
ノ
ア
リ
然
レ
ド
モ
多
ク
ハ
煩
ニ
過
キ
記
臆
シ
ヤ
ス
カ
ラ
ズ
世
人
大
抵

其
旨
ヲ
覚
ラ
ズ
或
ハ
以
テ
牽
強
付
会
セ
ル
モ
ノ
ト
ナ
ス
故
ニ
コ
ノ
書
只

其
大
意
ヲ
示
シ
他
日
日
本
人
ノ
言
語
稍
其
正
ヲ
得
ル
ニ
及
デ
詳
細
ナ
ル

編
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス	

（
二
丁
オ
）

　

「
多
ク
ハ
煩
ニ
過
キ
記
臆
シ
ヤ
ス
カ
ラ
ズ
」
と
述
べ
て
い
る
点
は
、
教
育

現
場
に
い
た
小
室
自
身
の
率
直
な
感
想
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
特
に
洋
式
日

本
文
典
の
場
合
、
外
国
語
（
蘭
語
、
英
語
な
ど
）
の
記
述
を
無
理
に
日
本
語

へ
当
て
は
め
た
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
名
詞
の
項
で
性
（
男
性
名
詞
・
女
性
名

詞
・
中
性
名
詞
な
ど
）
の
区
別
を
論
じ
る
な
ど
、
煩
瑣
に
映
る
記
述
が
多
く

見
ら
れ
た
。

　

こ
こ
で
、
明
治
前
期
の
文
法
教
育
に
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
に

つ
い
て
見
て
い
く
と
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
発
布
当
初
に
は
小

学
教
則
に
「
当
分
欠
ク
」
と
さ
れ
て
い
た
文
法
科
も
、
徐
々
に
教
科
書
も
刊

行
さ
れ
、
曲
が
り
な
り
に
も
教
育
体
制
が
整
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
の
「
文
部
省
第
五
年
報
」
所
収
「
小
学
教

科
書
一
覧
表
」
に
は
、
以
下
の
文
法
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
刊
行
年
順
に

改
め
て
掲
出
）。

　

一
八
〇
八
（
文
化
五
）
年
刊　

本
居
春
庭
『
詞
ノ
八
衢
』

　

一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
刊　

古
川
正
雄
『
知�マ

恵マ

ノ
環
』
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一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
刊　

田
中
義
廉
『
小
学
日
本
文
典
』

　

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
刊　

中
根　

淑
『
日
本
小
文
典
』

　

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
刊　

中
根　

淑
『
日
本
文
典
』

　

本
居
春
庭
の
『
詞
八
衢
』
を
除
く
全
て
が
洋
式
日
本
文
典
で
あ
る
。
本
書

は
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
刊
行
で
あ
る
が
、
序
文
や
跋
が
一
八
七
五
（
明

治
八
）
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
絵入

智
慧
の
環
』
と
『
小
学
日
本
文
典
』

が
、
本
書
に
先
行
す
る
主
要
な
文
法
教
科
書
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、

内
容
か
ら
見
て
も
、
両
書
は
本
書
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の

で
あ
る
。（
５
）

　

本
書
の
品
詞
分
類
で
は
「
名メ
イ

詞シ

ナ
コ
ト
バ
／
形ケ
イ

容ヨ
ウ

詞シ

サ
マ
コ
ト
バ
／
代ダ
イ

名メ
イ

詞シ

カ
ヘ
コ
ト
バ
／
動ド
ウ

詞シ

ハ
タ
ラ
キ
コ
ト
バ
／
副フ
ク

詞シ

ソ
ヘ
コ
ト
バ
／
接セ
ツ

続ゾ
ク

詞シ

ツ

ナ
キ
コ
ト
バ
／
後コ

ウ

詞シ

ア
ト
コ
ト
バ
／
歎タ
ン

息ソ
ク

詞シ

ナ
ゲ
キ
コ
ト
バ
」
の
八
品
詞
を

た
て
て
い
る
が
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
『
絵入

智
慧
の
環
』
と
同
一
で
あ
る
。

ち
な
み
に
『
小
学
日
本
文
典
』
は
、
助
詞
に
相
当
す
る
「
後
詞
」
を
立
て
て

い
な
い
た
め
、
七
品
詞
分
類
で
あ
る
。

　
　

『
絵入

智
慧
の
環
』　
　
　
　
　
　
　
　

『
小
学
日
本
文
典
』

　
　

な
こ
と
ば
（
名め

い

詞し

）　
　
　
　
　
　
　

名
詞
（
ナ
コ
ト
バ
）

　
　

か
へ
こ
と
ば
（
代だ

い

名め
い

詞し

）　
　
　
　
　

形
容
詞
（
サ
マ
コ
ト
バ
）

　
　

さ
ま
こ
と
ば
（
形け

い

容よ
う

詞し

）　
　
　
　
　

代
名
詞
（
カ
ハ
リ
コ
ト
バ
）

　
　

は
た
ら
き
こ
と
ば
（
動ど

う

詞し

）　
　
　
　

動
詞
（
ハ
タ
ラ
キ
コ
ト
バ
）

　
　

そ
ひ
こ
と
ば
（
副ふ
く

詞し

）　
　
　
　
　
　

副
詞
（
ソ
ヘ
コ
ト
バ
）

　
　

あ
と
こ
と
ば
（
後ご

詞し

）　
　
　
　
　
　

接
続
詞
（
ツ
ギ
コ
ト
バ
）

　
　

つ
な
ぎ
こ
と
ば
（
接せ

つ

続ぞ
く

詞し

）　
　
　
　

感
詞
（
ナ
ゲ
キ
コ
ト
バ
）

　
　

な
げ
き
こ
と
ば
（
歎た

ん

息そ
く

詞し

）

　

一
方
、
各
品
詞
の
下
位
分
類
の
項
で
は
、『
小
学
日
本
文
典
』
と
共
通
す

る
記
述
が
多
く
み
ら
れ
る
。

　

名
詞
で
は
「
名
詞
ノ
性
」
と
し
て
「
男
性
、
中
性
、
女
性
、
普
通
性
」
の

四
種
を
立
て
て
い
る
が
、『
小
学
日
本
文
典
』
で
も
「
男
性
、
女
性
」
の
別

を
説
い
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
中
根
淑
の
『
日

本
文
典
』（
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
）
に
お
い
て
「
日
本
ニ
テ
ハ
（
中
略
）

大
抵
ハ
両
性
ニ
通
ジ
テ
用
フ
ル
者
ア
リ
」（
三
三
丁
オ
）
と
し
て
、
積
極
的

な
区
分
が
不
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
名
詞
に
加

え
て
代
名
詞
に
お
い
て
も
、
格
を
四
格
（
第
一
格
、
第
二
格
、
第
三
格
、
第

四
格
）
ま
で
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
古
田
（
二
〇
〇
二
ａ
、
二
〇
〇
二
ｂ
）

で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
小
学
日
本
文
典
』
が
大
庭
雪
斎
訳
の
蘭
文
典
『
訳

和
蘭
文
語
』（
一
八
五
六
（
安
政
三
）
年
）
を
範
と
し
て
い
る
た
め
で
、
そ

の
意
味
で
本
書
は
、
蘭
文
典
（
正
確
に
は
蘭
文
典
の
翻
訳
書
）
の
流
れ
を
く

む
洋
式
日
本
文
典
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

形
容
詞
に
つ
い
て
は
、国
学
に
お
け
る
「
形
状
言
」
の
記
述
と
は
異
な
り
、

活
用
形
も
示
さ
れ
ず
「
名
詞
ノ
模
様
性
質
ヲ
明
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
大
抵
名
詞
ノ
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上
ニ
ア
リ
」（
一
六
丁
オ
）
と
し
て
、
洋
文
典
の
記
述
と
同
じ
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
終
止
形
に
つ
い
て
は
「
結ケ

ツ

尾ビ

形

容
詞
〈
ム
ス
ブ
サ
マ
コ
ト
バ
〉」
と
し
て
「
冷
ナ
リ
」「
明
ナ
リ
」「
白
シ
」「
寒
シ
」

な
ど
を
挙
げ
、「
詩
文
和
歌
俳
諧
ナ
ド
ニ
多
ク
用
ウ
」（
一
八
丁
オ
）
と
し
て

い
る
。

　

動
詞
の
「
法
」
と
「
時
限
」
の
箇
所
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、「
動
詞
法

即
文
法
ナ
リ
」
で
は
「
直
説
法
／
命
令
法
／
接
続
法
／
疑
問
法
」
を
挙
げ
、「
動

詞
時
限
」
で
は
「
第
一
現ケ

ン

在サ
イ

〈
メ
ノ
マ
ヘ
ノ
コ
ト
〉
／
第
二
現
在
一
名
半
過
去

／
第
一
未ミ

来ラ
イ

〈
イ
マ
ヨ
リ
ノ
チ
ノ
コ
ト
〉
／
第
二
未
来
／
過ク
ワ

去コ

〈
モ
ハ
ヤ
ス
キ
サ
リ

タ
ル
コ
ト
〉」
と
し
て
い
る
。『
小
学
日
本
文
典
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
不
定

法
／
直
説
法
／
命
令
法
／
接
続
法
／
疑
問
法
」、「
第
一
現
在
／
第
二
現
在（
半

過
去
）
／
過
去
／
第
一
未
来
／
第
二
未
来
」
と
、お
お
よ
そ
共
通
し
て
い
る
。

な
お
「
法
」
に
つ
い
て
『
絵入

智
慧
の
環
』
で
は
「
つ
ね
の
い
ひ
か
た
／
つ
な

ぐ
い
ひ
か
た
／
い
ひ
つ
け
の
い
ひ
か
た
（
命め

い

令れ
い

法ほ
ふ

）
／
つ
き
ぬ
い
ひ
か
た

（
不ふ

定ぢ
や
う

法ほ
ふ

）
／
う
ち
け
す
い
ひ
か
た
」
と
あ
り
、
時
は
「
め
の
ま
へ
の
と
き

／
こ
し
か
た
の
と
き
／
ゆ
く
さ
き
の
と
き
」
と
し
て
い
る
。

　

副
詞
に
つ
い
て
は
「
通
常
（
副
詞
）
／
位
地
／
時
刻
／
决
定
／
否
不
／
疑

問
／
発
語
／
集
合
」の
八
種
を
認
め
て
い
る
が
、『
小
学
日
本
文
典
』で
は「
位

地
（
副
詞
）
／
時
刻
／
反
覆
／
順
序
／
分
量
／
状
態
／
决
定
／
否
不
／
種
分

／
併
合
／
推
量
／
疑
問
／
発
語
」
の
一
三
種
で
あ
る
。
ま
た
、
接
続
詞
に
つ

い
て
も
本
書
で
は
「
其
品
類
ハ
許
多
ア
レ
ド
モ
コ
レ
ヲ
分
ツ
ト
キ
ハ
煩
シ
ク

テ
初
学
者
ノ
容
易
ク
記
得
ス
ル
所
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
暫
ク
之
ヲ
省
ケ
リ
」（
二
八

丁
ウ
～
二
九
丁
オ
）
と
し
て
い
る
が
、『
小
学
日
本
文
典
』
で
は
「
合
連
／

决
定
／
原
回
／
位
地
／
区
分
／
反
対
／
設
有
／
取
捨
／
説
明
」
の
九
種
に
分

類
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
歎
息
詞
」
に
お
い
て
も
「
歎
息
詞
ハ
人
ノ
歓
喜
忿

怒
悲
哀
恐
懼
等
ニ
因
リ
テ
覚
エ
ズ
発
シ
出
ル
処
ノ
詞
ナ
レ
バ
各
国
皆
大
ナ
リ

相
違
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」（
二
九
丁
ウ
）
と
し
て
、「
コ
ノ
種
類
モ
暫
ク
コ
レ
ヲ

別
タ
ズ
」（
同
）
と
し
て
下
位
分
類
を
行
っ
て
い
な
い
。
な
お
、『
小
学
日
本

文
典
』
で
は
「
歓
喜
／
悲
哀
／
驚
嘆
／
忿
怒
／
鎮
止
／
勧
励
／
賞
讃
／
希
望

／
召
呼
／
発
笑
及
び
哭
泣
」
と
一
〇
種
に
分
類
し
て
い
る
。

　

巻
末
に
は
「
猶
委
ク
ハ
中
文
典
ニ
説
キ
示
サ
ン
」（
三
〇
丁
オ
）
と
し
、

さ
ら
に
「
中
文
典
ニ
略
セ
ル
モ
ノ
ハ
又
大
文
典
ニ
載
セ
遂
ニ
日
本
文
典
ヲ
大

成
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
」（
三
〇
丁
ウ
）
と
あ
る
が
、
実
際
に
「
中
文
典
」

や
「
大
文
典
」
は
著
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
が
『
絵入

智
慧
の
環
』
や
『
小
学
日
本
文
典
』
の

影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
う
し
た
内
容
は
地
方
教

育
者
が
著
し
た
も
の
に
多
く
見
ら
れ
た
。
拙
著
（
二
〇
〇
二
）
で
も
示
し
た

よ
う
に
、春
山
弟
彦
の
『
小
学
科
用

日
本
文
典
』（
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
）
や
、

安
田
敬
斎
の
『
日
本
小
学
文
典
』（
同
）
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
た
だ
『
小

学
日
本
文
典
』
は
洋
文
典
へ
の
依
拠
度
合
い
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
先
述
の
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よ
う
に
、
煩
雑
な
説
明
が
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
一
八
七
六
（
明

治
九
）
年
刊
行
の
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
に
は
、
具
体
的
な
書
名
こ
そ
示
さ

れ
て
い
な
い
も
の
の
、『
小
学
日
本
文
典
』
に
お
け
る
品
詞
分
類
法
や
そ
の

説
明
に
つ
い
て
、
例
え
ば
「
日
本
ニ
テ
ハ
、
名
詞
ノ
中
ニ
格
ヲ
設
ク
ル
コ
ト

ナ
キ
ナ
リ
」（
上
巻
三
三
丁
ウ
）
と
い
う
よ
う
に
、
批
判
的
な
記
述
が
見
ら

れ
る
。
一
方
、
本
書
で
は
、「
小
文
典
」
と
い
う
性
質
も
関
係
し
て
い
る
が
、

名
詞
の
格
や
副
詞
の
分
類
な
ど
『
小
学
日
本
文
典
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ

る
よ
う
に
、
文
法
記
述
に
対
す
る
批
判
的
検
討
ま
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
点
で
、
明
治
前
期
の
洋
式
日
本
文
典
全
般
に
見
ら
れ
る
、
洋
文
典
摂
取

の
段
階
と
い
う
特
徴
を
そ
の
ま
ま
表
し
た
も
の
と
、
本
書
を
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
そ
の
意
義
は
と
も
か
く
と
し
て
、
独
自
の
説
明
へ
の
試
行
錯
誤
と

思
わ
れ
る
個
所
も
存
在
す
る
。「
名
詞
ノ
性
」に
お
い
て「
男
性
、中
性
、女
性
」

ま
で
を
立
て
る
文
法
書
は
多
い
が
、「
普
通
性
」
を
挙
げ
て
い
る
も
の
は
少

な
い
。こ
の「
普
通
性
」は「
男
ニ
モ
属
ス
可
ク
女
ニ
モ
属
ス
可
キ
モ
ノ
」（
一
一

丁
オ
）
と
し
て
「
親
、
子
、
孫
、
童
、
朋
友
、
師
、
弟
子
、
君
臣
、
獣
、
鳥
」

な
ど
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
他
動
詞
の
項
で
は
「
能
動
受
動
ノ
別
ア

リ
」（
一
八
丁
ウ
）
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
能ノ

ウ

動ド
ウ

即
ハ
タ
ラ
キ
カ
ケ
」「
受ジ
ュ

動ド
ウ

即

ウ
ケ
ミ
」
と
い
う
術
語
を
用
い
て
い
る
が
、「
ウ
ケ
ミ
」
と
い
う
語
の
使
用
例

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。（
６
）
本
書
か
ら
は
、
小
文
典
と
い
う
形
態
な
が
ら
も
、

文
法
記
述
に
対
し
て
多
く
の
模
索
を
試
み
て
い
た
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

四
．『
日
本
小
文
典
』
と
天
橋
義
塾

　
　
　
　
　
　
　 

―
お
わ
り
に
か
え
て
―

　

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
八
月
、
小
室
（
小
笠
原
）
は
豊
岡
県
に
「
天
橋

義
塾
開
業
願
」
を
提
出
す
る
。
こ
の
開
業
願
に
は
、
天
橋
義
塾
で
の
教
則
が

示
さ
れ
て
お
り
、
初
年
時
の
「
作
文
」
科
の
授
業
で
は
「
日
本
文
典
ヲ
用
ヰ

テ
名
詞
形
容
詞
等
ノ
諸
品
詞
ヲ
授
ケ
、
又
私
用
文
ノ
復
文
ヲ
ナ
サ
シ
ム
」（
７
）

と
あ
る
。
ま
た
、
同
年
一
〇
月
に
同
じ
く
豊
岡
県
へ
提
出
さ
れ
た
「
天
橋
義

塾
塾
則
」付
載「
天
橋
義
塾
仮
課
業
表
」に
も
、「
下
等
五
級
」に
お
け
る「
作
文
」

科
に
「
日
本
文
典
／
私
用
文
復
文
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。（
８
）
そ
も
そ
も
天

橋
義
塾
は
、
既
設
の
宮
津
学
校
内
に
小
学
余
科
の
名
を
も
っ
て
設
け
ら
れ
た

学
校
で
、
開
塾
時
生
徒
の
多
く
は
一
五
歳
前
後
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
天
橋
義

塾
の
社
員
に
は
小
室
を
は
じ
め
学
校
関
係
者
や
、
小
学
教
員
を
志
望
す
る
者

が
多
か
っ
た
。
塾
則
に
も
「
該
塾
ハ
人
材
培
養
ハ
論
ナ
シ
、
小
学
教
員
ヲ
保

護
シ
民
権
ヲ
暢
達
ス
ル
ガ
為
ニ
創
立
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」（
第
一
章
）
と
あ
り
、

私
立
学
校
に
お
い
て
教
員
伝
習
を
行
う
と
い
う
主
意
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
小
室
が
文
法
書
を
著
し
た
と
考
え
る
と
、
本
書
の
特



一
〇

質
が
少
し
ば
か
り
見
え
て
く
る
。
本
書
の
刊
行
は
翌
年
の
一
八
七
六
（
明
治

九
）
年
で
あ
る
が
、
天
橋
義
塾
開
業
願
が
提
出
さ
れ
た
一
八
七
五
（
明
治

八
）
年
八
月
の
一
月
前
に
、
粟
飯
原
㬢
光
の
序
と
、
粟
飯
原
鼎
・
杉
浦
鉄
二

郎
に
よ
る
跋
が
書
か
れ
て
い
る
。
序
や
跋
の
存
在
か
ら
見
て
、
少
な
く
と
も

一
八
七
五
年
内
に
は
脱
稿
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
本
書

は
、
天
橋
義
塾
に
お
け
る
作
文
（
文
法
）
の
教
科
書
（
参
考
書
）
と
し
て
準

備
・
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
塾
則

や
仮
課
業
表
に
は
「
日
本
文
典
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
既
刊
の
文

法
書
も
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。（
９
）
そ
う
と
す
れ
ば
、
先

に
示
し
た
「
中
文
典
ニ
略
セ
ル
モ
ノ
ハ
又
大
文
典
ニ
載
セ
遂
ニ
日
本
文
典
ヲ

大
成
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
」
と
い
う
文
言
は
、『
小
学
日
本
文
典
』
と
い
っ

た
既
刊
の
文
法
書
に
満
足
で
き
な
か
っ
た
、
小
室
の
熱
意
の
表
れ
と
見
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
天
橋
義
塾
の
蔵
書
の
な
か
に
は
、
ピ
ネ
オ
の
英
文
法
書

（P
inneo ,s P

rim
ary G

ram
m

ar of the E
nglish L

anguage for B
eginners.

）

が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
。（
10
）

こ
こ
で
、
ピ
ネ
オ
の
英
文
法
書
が
主
に
慶
應

義
塾
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
を
念
頭
に
お
け
ば
、
天
橋
義
塾
開
業

の
翌
年
に
小
室
が
上
京
し
、
慶
應
義
塾
の
門
を
叩
い
た
と
い
う
の
も
、
何
や

ら
因
縁
め
い
た
話
で
は
あ
る
。
自
由
民
権
運
動
へ
の
目
覚
め
は
、
文
法
書
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
と
ま
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
牽
強
付
会
の
誹
り
は

免
れ
得
な
い
け
れ
ど
も
。

注（
１
）	

慶
応
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編
（
二
〇
〇
八
）
六
六
八
頁
（「
小
室
信
介
」

の
項
）。

（
２
）	

原
田
（
一
九
七
二
）
に
は
小
学
教
員
時
期
の
著
述
と
し
て
、
他
に
『
小
学

綴
字
詞
乃
枝
折
』、『
地
球
儀
用
法
大
意
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者

は
勝
沼
和
多
留
編
『
小学

地
球
儀
用
法
大
意
』（
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
）

の
こ
と
で
、
小
室
が
記
し
て
い
る
の
は
解
題
の
み
で
あ
る
。
ま
た
『
小
学

綴
字
詞
乃
枝
折
』
に
つ
い
て
は
、『
日
本
小
文
典
』
の
序
に
「
著
小
学
詞
枝

折
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、『
御
一
新

以　

来

京
都
新
刻
書
目
便
覧
』（
一
八
七
四（
明

治
七
）年
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、所
在
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。

（
３
）	

筆
者
架
蔵
本
の
刊
記
は
以
下
の
通
り
。「
明
治
九
年
一
月
廿
日
出
版
版
権

御
願
／
明

治
九
年
二
月
十
日
版
権
免
許
／
同
年
十
月
廿
日
刻
成
発
兌
／
豊
岡
縣
士
族	

著
者　

小
笠
原
長
道
／
丹
後
國
與
謝
郡
宮
津
十
三
大
區
壱
ノ
小
区
桺
縄
手

六
番
地
／
京
都
府
平
民
／
出
版
人　

川
勝
德
次
郎
／
下
京
第
十
三
區
寺
町

通
綾
小
路
下
ル
中
之
町
五
百
六
十
六
番
地
／
京
都
府
平
民
／
同　

今
井
七

良
兵
衛
／
同　

區
寺
町
松
原
上
ル
京
極
町
四
百
九
十
八
番
地
」

（
４
）	

粟
飯
原
㬢
光
（
一
八
三
四
～
一
九
一
一
）
は
天
橋
義
塾
教
員
と
し
て
、
沢

辺
正
修
や
、
本
書
に
跋
を
寄
せ
た
粟
飯
原
鼎
（
一
八
四
六
～
一
九
一
九
）、

杉
浦
鉄
二
（
次
）
郎
（
一
八
四
九
～
一
九
一
九
）
ら
と
共
に
義
塾
創

立
に
参
画
し
た
国
漢
の
教
師
で
、
後
年
、
京
都
府
高
等
女
学
校
教
諭

に
就
い
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
宮
津
市
文
化
財
保
護
委
員
会
・

宮
津
市
教
育
委
員
会
編
（
一
九
七
八
）、
宮
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

（
二
〇
〇
一
、二
〇
〇
四
）
な
ど
を
参
照
。
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（
５
）	

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
両
書
以
外
の
文
法
書
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
発
布
の
「
小
学

教
則
」
に
は
、具
体
的
な
文
法
書
名
を
欠
い
て
い
る
も
の
の
、「
名
詞
、後
詞
、

様
詞
、
代
詞
、
動
詞
、
接
詞
、
副
詞
、
歎
詞
」
に
つ
い
て
教
授
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
た
。
山
田
俊
三『
山
田
氏
文
法
書
』巻
の
一（
一
八
七
三（
明

治
六
）
年
）
で
は
、
形
容
詞
を
「
様
詞
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
小
学
教

則
中
の
品
詞
名
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
文
法
書
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
６
）	

こ
の
「
能
動
・
受
動
」
に
お
け
る
「
ハ
タ
ラ
キ
カ
ケ
、
ウ
ケ
ミ
」
の
記
述

に
つ
い
て
、
斉
木
・
鷲
尾
（
二
〇
一
四
）
で
は
、
大
槻
文
彦
に
よ
る
「
受
身
」

訳
述
以
前
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）

年
五
月
刊
行
の
渡
邊
約
郎
『
日
本
小
文
典
』
に
も
、「
他
動
詞
ニ
於
テ
二
ノ

種
類
ガ
ア
ル
、
一
ニ
曰
ク
為
ス
コ
ト
ノ
種
類
、
乃
チ
働
キ
カ
ケ
ノ
詞
、
二

ニ
曰
ク
任
ユ
ル
コ
ト
ノ
種
類
、
即
チ
受
ケ
身
ノ
詞
」（
一
二
丁
オ
・
ウ
）
と

い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
（
渡
邊
の
『
日
本
小
文
典
』
の
方
が
、
本
書
よ
り

も
二
年
先
行
し
て
い
る
）。
本
書
が
渡
邊
の
『
日
本
小
文
典
』
を
参
照
し
た

か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
明
治
前
期
に
「
受
身
（
受
ケ
身
、

ウ
ケ
ミ
）」
が
、
そ
れ
ま
で
の
英
文
典
の
翻
訳
（
例
え
ば
斉
木
・
鷲
尾

（
二
〇
一
四
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年

の
永
嶋
貞
次
郎
『
ピ
ネ
ヲ

氏
原
板

英
文
典
直
訳
』
な
ど
）
と
は
別
に
、
日
本
語
文
法
書

の
術
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
７
）	

宮
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
二
〇
〇
一
）
三
〇
八
頁
。

（
８
）	

宮
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
二
〇
〇
一
）
三
一
三
頁
。

（
９
）	

確
か
に
、天
橋
義
塾
の
蔵
書
を
継
承
し
た
宮
津
市
立
図
書
館
に
は
、本
書（
六

冊
、
内
一
冊
に
は
「
教
場
用
」
の
墨
書
有
）
と
『
小
学
日
本
文
典
』
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
宮
津
市
立
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
旧
蔵
書
は
宮
津
市
歴
史
資
料
館
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、

二
〇
〇
七
年
四
月
以
降
、
同
資
料
館
が
休
館
中
の
た
め
閲
覧
不
可
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、同
志
社
大
学
図
書
館
の
小
室
・
沢
辺
紀
念
文
庫
に
は
、

小
室
の
旧
蔵
書
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
よ
う
な
日
本
語
文

法
書
の
類
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い（
確
認
で
き
る
の
は
、堀
秀
成『
日

本
語
学
階
梯
』（
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
）
の
み
で
あ
る
）。

（
10
）	

書
目
に
つ
い
て
は
住
谷
（
一
九
六
四
）
を
参
照
。
ピ
ネ
オ
の
英
文
法
書
の

他
に
は
、
ス
ウ
ィ
ン
ト
ン
の
英
文
法
書
（N

ew
 L

anguage L
essons. A

n 
E

lem
entary G

ram
m

er and C
om

position, B
y W

illiam
 S

w
inton.

）
が
見

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
刊
行
の
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
後
に
混
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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介
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史
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史
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史
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史
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付
記

　

原
典
の
引
用
に
際
し
、
漢
字
は
適
宜
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
な
お
、
本
稿

は
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
さ
ん
と
う　

い
さ
お
・
本
学
教
授
）


